
昭和 22（1947）年、戦後、民間で運

営されていた福祉施設の乏しい財源を

補う必要から、「助け合う」という精神を

基調として始まりました。その後、法律

（現在の社会福祉法）に基づき、地域福

祉の推進のために活用されています。 

 

 

 

 

    

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
   
 

  

 

 

 

令和 3年9 月号 

災害支援 

障がい者支援 

福祉車輌の購入 

安心して暮らせる地域づくり 

子どもたちや青少年の育成活動 

ボランティアの育成や研修などの活動支援 

 

 

手稲の募金額は？ 

フードバンク

活動応援 
 

コロナ禍に対応するための 

子どもと家族の緊急支援活動応援 

 

居場所を失い孤立 

する人々の緊急 

活動応援 

 

令和２年度の手稲区募金額は、イベント募金の中止な

ど新型コロナウイルス感染症の影響を受けて

5,241,772円（前年度から比較して約 70万円減）と

なりました。 

このような中で、手稲区内の民間団体等に配分され

た助成額は 3,094,000円となり、お寄せいただいた

募金の約 6割が手稲区内で活用されております。 

わたしたちの暮らしの中には、色々な形の 

ボランティア活動があります。個人で行うもの、

団体で行うもの、企業や学校単位で行うものな

どスタイルや活動の場所は様々です。自分にあ

ったスタイルで、興味のある分野の活動ができ

るのがボランティア活動の魅力です。その中で、

寄付も身近なボランティア活動のひとつになり

ます。 

今年も 10月 1日から「赤い羽根共同募金運

動」が全国一斉に展開されます。赤い羽根共同

募金は、高齢・障がいなど、さまざまな社会問題

や地域課題を解決するための活動を応援して

います。 

本運動の基本的な理念や、必要性をご理解い

ただき、誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮

らしていくために赤い羽根共同募金と「地域を

良くするしくみ」を築いていきませんか？温か

いご理解とご協力をお願いいたします。 

赤い羽根共同募金とは 



 

 

今年は、富丘地区にお住いの 

安部七海さんによるデザインです！ 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

戸別募金・ 

 街頭募金 

 

 街頭募金 

法人募金 
  

 

学校募金・ 

 興行募金 

 

職域募金 

 

啓発強化募金 

地域応援ピンバッジ 

 2021年度版 

赤い羽根共同募金×手稲区マスコットキャラクター 

「ていぬ」 

 

 

 

赤い羽根共同募金に ご協力いただく方法 

 

地域応援ピンバッジ 

  

コロナによって生活が大きく変わった今、み

んなで協力し寄り添いながら、コロナを乗り越

えようという思いをイメージして描きました。 

「前田森林公園の藤棚」の中、  

マスクをしている ‟ていぬ“ が  

チャームポイントです。 

 

 

500円の寄付で 

1個差し上げます 

ピンバッジ 1個に 

つき、約 300円が 

赤い羽根共同募金

に寄付されます。 

ご存知ですか？赤い羽根インターネット募金 

札幌市手稲区の専用寄付申込ＵＲＬ 
https://hanett.akaihane.or.jp/donate/entry/100/01/01109/ 

 

https://hanett.akaihane.or.jp/donate/entry/100/01/01109/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手稲区ボランティア連絡会 

手稲区ボランティア連絡会では、講演会・研修会・ボラ
ンティア交流会などを通じて会員相互交流や情報交換を図
り地域福祉の向上を目指す団体です。概ね毎月 1回役員
会を開催し、ボランティア活動をおこなう上で、どうして
いくことが望ましいか等を考えています。 

こんなことをしています！ 

札幌市手稲区社会福祉協議会 
電話：011-681-2644   

FAX：011-684-8560 

会 

ボランティア連絡会 

とはなに？ 

問い合わせ 

申し込み先 

 

手稲区ボランティア連絡会は、平成 6年に設立。 

個人で、またはグループでボランティア活動している人が集ま
り、うれしかった経験、ためになった経験のお裾分けを！また辛
かった事を一緒に話してみませんか。 

連絡をお待ちしています。  

手稲区ボランティア連絡会 

会長 磯川 桂子 

 

 

員 募 集 中 

http://2.bp.blogspot.com/-2Ksv3eNd8rU/VaMNmDYJhnI/AAAAAAAAvZ8/beeIFBTV1yI/s800/man_55.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ※新型コロナウイルスの感染状況によっては、開催中止となる場合がございます。 

 

第 11回 介護サポーター登録説明会 

 「介護サポーター」として登録するための研修を兼ねた説明会です。 

ボランティア活動により、ご自身の介護予防につなげていただくことを目的

として、札幌市の委託を受けて実施しています。ボランティア受入施設での

活動時間に応じて現金に交換できるポイントが付与されるしくみです。 

【テーマ】あなたも介護サポーターになって介護予防！～ 

     介護サポーター登録にあたって 

【受講対象】65歳以上の札幌市民で、要介護認定（要介護 1～5）を 

      受けていない方 

【講 師】 社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会 ボランティア振興課 職員 

【日 時】 令和 3年 10月 12日（火） 14：00～15：３0 

【場 所】 札幌市中央区大通西 19丁目 1-1 

札幌市社会福祉総合センター4階研修室  

【持ち物】 介護保険被保険者証、黒のボールペン 

【受講料】 無料     【申込・お問合せ】011-623-4000（ボランティア活動センター） 

【定 員】 14名  【申込開始日】受付中 

 

定 員：30名 

札幌市手稲区ボランティア活動センター（社会福祉法人札幌市手稲区社会福祉協議会） 

 
札幌市手稲区前田１条 11丁目 1－10 手稲区民センター１階 

 

TEL：０１１－６８１－２６４４  FAX：０１１－６８４－８５６０   【担当 前田】 

コロナ禍において地域でのつながりが希薄化し社会的孤立の問題が深刻化する中、   

じぶんの町をよくするしくみである“赤い羽根共同募金”の活動が令和 3 年 10 月 1 日

より始まります。お互いに支え合うやさしい街づくりの実現を目指し、      

多くの皆さまのご協力をお願いします。 


